
嘗
試
期
の
中
間
関
新
詩
壇

4 、

倉

田

点

美

叩-59 

梁
附
げ
趨
川
市
の
白
山
川
山
惣
の
洗
踏
を
交
け
‘
般
復
の
英
同
功
利
主
義
の
謀
者
の
影
響
を
家
り
、
或
は
林
白
人
ノ
市
の
許
多
の
線
認
小
訟
を
税
一
円
以
し
守

「
山
市
開
強
兵
'
」
た
る
時
代
潮
流
の
ま
に
ま
広
‘
け
は
キ
米
同
い
mwkmm川
附
併
の
幾
年
か
主
活
り
，
多
金
氏
新
思
想
を
吸
牧
し
た
青
年
法
が
，
宇
一
一
兵
革
命

の
勃
後
に
校
友
け
し
て
、
次
第
に

mw関
ず
る
汗
そ
の
数
を
榊
す
児
玉
っ
て
、
京
世
凱
決
定
市
と
約
し
た
り
、
北
作
家
間
が
紋
を
決
裂
し
て
白
山
内

問
中
犯
を
路
制
し
た
り
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
等
の
照
治
も
ち
所
詑
ム
白
山
思
想
の
勃
畑
出
〈
を
抑
迭
す
る
力
を
有
し
な
か
っ
た
。

市
し
て
，
民
間
同
年
九
月
十
五
日
上
海

ι出
現
し
た
、
政
務
秀
主
総
の
つ
青
年
幣
誌
ー
一
(
後
に
(
新
青
年
」
と
改

m
f
)
と
そ
は
，
か
斗

w
h
k
J

♂

}

ι

い紛

3

疲
弊
三
の
使
命
を
捻
っ
て
生
れ
出
で
た
も
の
で
あ
っ
た
。
常
時
彼
等
は
穴
一
一
一
一
向
し
て
一
一
一
日
っ
た
、
「
我
々
は

B
f界
各
簡
の
政
治
上
退
位
上
経
済
‘

五
一
終
夜
守
謀
総
念
の

-T仏
、
許
多
選
化
、

?
m擬
し
前
川
引
に
合
は
ざ
る
部
分
の
有
る
手
主
主
計
ノ
る
。
我
々
は
も
枇
合
の
進
化
を
求
め
ん
と
す

作
成
乃
夫
総
地
義
を
か
破
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
へ
る
。
古
よ
り
斯
の
如
き
成
見
は
、
き
ま
っ
て
一
一
間
弘
J
J

の
翠
殺
念
を
揚
棄
し
，
一
部
前

殺
の
い
捻
粋
営
代
の
賢
哲
と
も
我
々
白
身
考
へ
る
所
の
創
活
上
道
徳
上
経
済
上
の
新
設
念
と
を
綜
合
し
も
新
時
代
の
精
一
紳
を
樹
立
し
、
新
枇
ム
何
同

一
政
環
境
ピ
諮
一
際
ぜ
し
め
ん
事
一
を
計
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
理
想
の
新
時
代
事
新
一
粧
舎
は
，
誠
震
な
事
進
歩
的
な
P

自
由
な
、
平
等
な
、
剣
山
治
的

、
v

段
、
美
し
き
、
諮
問
き
事
平
和
友
，
相
愛
の
、
互
助
の
ち
努
徹
し
て
捻
扶
な

E

ス
ゲ
一
註
合
幸
一
腕
な
も
の
で
あ
る
。
か
の
虚
僚
な
事
保
守
的
な
も
治

極
的
な
、
束
縛
あ
る
，
併
殺
的
な
》
内
襲
的
な
，
殻
き
、
惑
き
も
戦
争
的
な
も
乾
襟
あ
り
て
不
安
な
も
機
惰
に
じ
で
渡
的
あ
る
?
少
数
主
阪

、
注
現
象
が
プ
戎
w
滑
に
減
少
し
て
治
滅
す
る
に
至
ら
ん
事
を
希
望
す
る
。
」
〈
新
青
年
宣
言
)
と
。
か
く
て
‘
陳
務
秀
も
「
人
々
が
本
誌
を
非
難
一



尚一郎ー叫

ず
る
所
の
も
の
は
、
孔
於
去
併
壊
し
も
機
法
を
破
壊
し
事
関
粋
を
破
壊
し
、
宮
、
第
争
破
壊
し
，
認
内
伶
諜
(
忠
索
箆
)
を
被
壊
し
、
議
務
縮
(
中

間
競
〉
争
破
壊
し
，
砕
い
宗
教
(
鬼
紳
)
争
被
壊
し
、
夜
文
相
筆
争
被
，
一
壊
し
、
官
官
政
治
(
件
撲
人
治
)
守
政
壊
す
る
，
と
の
幾
佼
の
罪
案
K
非
ざ

る
は
加
熱
し
唱
と
の
幾
伎
の
探
案
は
も
本
社
同
人
の
常
然
素
直
医
認
め
て
設
ま
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
本
-
P
逗
ひ
源
忙
濁
れ
ば
も
木
山
一
一
山
司

入
に
は
本
来
罪
無
く
今
口
八
か
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
と
サ
イ
エ
ン
ス
一
間
売
生
を
機
護
せ
ん
が
鏡
花
、
そ
と
で
と
の
幾
係
市
天
の
大
罪
を
犯
し
た
わ

け
な
の
で
あ
る
。
か
の
D
先
生
を
擁
諮
せ
ん
と
す
れ
げ
m

，
郎
ち
か
の
孔
教
事
務
法
，
貞
作
邸
、
官
官
バ
倫
理
、
夜
政
治
医
一
段
釘
せ
ざ
る
争
符
宇
、
か

の
S
先
生
?
擁
護
せ
ん
と
す
れ
ば
，
部
ち
か
の
関
粋
と
稼
刊
文
撃
に
一
段
釘
せ
J
c
Z
〉
を
得
な
い
O

L

(

新
毒
ヰ
罪
案
一
之
体
的
川
書
)
と
迷
べ
て
居
る
如

ぐ
ち
民
主
主
義
と
科
接
続
紳
と
を
忠
烈
的
根
幹
と
筑
し
、
す
べ
て
の
宮
き
も
の
を
破
壊
し
、
新
時
代
新
社
合
在
建
設
せ
ん
と
れ
一
閃
し
た
の
で

あ
る
。更

に
七
年
十
二
月
、
限
強
秀
達
は
「
伝
週
一
汗
論
」
を
刊
行
し
る
次
い
で
八
年
一
月

B

俸
苅
ん
に

J
B

薙
家
伶
中
一
寸
っ
新
潮
レ
(
、
ご
ち
問
。
ロ
巳
ω
巴
コ
の
め
〉

を
例
刊
し
，
「
，
新
青
年
」
の
と
の
主
張
、
世

k
m認
「
新
文
化
蓮
勤
」
を
促
進
し
た
の
で
る
る
。
「
新
潟
焚
刊
趣
旨
世
一
戸
一
を
え
る
と
、
「
今

日
出
版
界
の
崎
務
，
間
人
本
間
純
一
'
術
花
持
す
る
向
的
党
心
を
略
起
す
る
よ
り
先
な
る
は
英
し

G

今
一
試
み
に
、
凡
vh

代
忠
惣
の
潮
流
如
何
?
中
間
間
の

此
の
忠
烈
潮
流
中
に
於
け
る
作
器
如
何
?
と
諒
ね
れ
ば
、
同
人
は
γrピ
詑
然
味
然
と
し
て
帝
未
だ
天
の
高
さ
地
の
厚
さ
を
桃
川
ぜ
ざ
る
が
如
く

な
ら
ん
。
そ
の
自
用
な
敢
え
て
す
る
者
は
も
本
間
風
小
柄
は
叶
界
の
趨
勢
を
擦
れ
て
溺
立
し
符
べ
し
と
誌
は
む
。
夫
れ
mm
十
術
広
は
一
冗
来
所
前
凶

別
無
く
‘
一
史
に
方
土
を
以
て
そ
の
究
性
を
易
へ
や
ノ
。
今
中
以
内
を
世
芥
忠
和
一
潮
流
よ
り
外
医
す
れ
ば
、
普
に
白
ら
人
生
よ
り
絶
つ
の
み
な
ら
や
ノ
、

就
に
現
十
引
に
が
、
て
不
満
と
す
る
所
あ
り
も
・
日
ら
未
来
記
於
て
ち
努
力
猿
求
す
る
誌
は
や
。

と
の
肉
街
を
長
宇
れ
ば
、
何
れ
の
時
か
日
一
K
淀
せ

ん
。
そ
の
尚
る
所
在
日
的
ぬ
れ
ば
、
持
河
土
文
化
の
実
体
内
彼
の
お
く
な
る
を
緋
す
下
事
叉
今
日
中
関
車
術
の
ね
稿
此
の
如
く
な
る
を
祭
せ
ざ
る

に
放
る
。
人
民
於
て
己
れ
に
於
て
、
つ
な
が
ら
知
る
所
無
し
，
内
っ
て
そ
の
形
鍛
き
を
自
箆
せ
ざ
る
な
り
。
何
人
性
訟
も
へ
ら
く
、
間
人

立
し
く
設
も
先
に
知
る
べ
き
者
間
半
脊
り
と
。
第
一
、
今
民
世
芥
文
化
お
仰
な
る
併
殺
広

山
門
事
如
仰
な
る
方
街
、
を
以
て
中
闘
を
ば
良
湖
の
軌
道
に

れ
る
や
?
第
一
一
‘
現
代
別
山
淑
如
何
な
る
趣
向
に

木
づ
き
て
治
め
る
や
?
第
一
一
一
、
中
間
の
情
欣
現
代
的
ん
潜
在
去



約
る
る
や
?
と
の
山
者
を
持
し
て
い
刻
刻
心
民
宿
り
、
採
る
後
本
滋
紘
一

6

術
ψ
地
位

し
て
自
党
心
布
り
と

ふ
べ
く

E

然
る
後
漸
瀬
と
と
の

行
列
然
溺
れ
汁
¥
の
中
閣
を
諮
引
し
て
も
同
じ
く
世
出
作
文
化
の
流
れ
民
話
せ
し
む
べ
き
な
り
。
と
れ
本
志
の
第
一
文
任
な
り
。
」
と
述
べ
て
居
る
が
、

常
時

ι於
け
る
「
新
文
化
迩
幼
い
の
口
約
が
郊
訟
に
あ
り
し
か
を
明
白
に
知

、、
i
j
‘

L

コ

が
什
亦
ょ
う
〈

れ
事
故
も
一
民
殺
を
呼
ん
だ
も
の
が
、
か
の
「
文
製
半
命
」
の
従
似

一
巻
瓦
脱
会
ハ
年
一
月
〉
に
後
一
決
し
た
っ
文
準
改
良
銘
議
」
を
そ
の
は
恥
初
の
投
一
七
と
し
，
受
月
隙
溺
秀
っ
文
泉

革
命
論
」
を
掲
げ
て
、
そ
の
十
本
版
を
一
史
民
鮮
明
ぶ
し
て
よ
り
も
所
総
っ
文
接
ぷ
命
誕
納
」
は
そ
の
逃
紋
を
鎮
火
し
て
行
っ
た
。

さ
で
ち

と
の
つ
新
文
化
一
辿
幼
い
に
於
て
、
孔
救
向
山
総
広
つ
い

で
あ
っ
た
。
初
制
が
い
紘
一
品
川

そ
の
主
政
を
州
川
越

K
撚
く
に
、

何一 61一一

「
文
純
一
・
改
良
は
刻
ら
く
八
本
よ

hv若
手
す
べ
し
。
八
一
帯
と
は
何
ぞ
?
一

κ日
く
、
之
を
一
一
一
一
向
へ
ば
物
有
る
べ

し
。
一
一
に
け
く
ち
主
人
を
山
川
市
倣
せ
や
J
Q

一
一
一
民
向
く
も
須
ら
く
文
訟
を
謙
次
す
べ
し
。
間
に
日
く
B

h

加
…
約
の
的
吟
を
作
さ
や
ノ
。
五
に
日
く

h

溺

め
て
鰯
制
作
山
誌
を
去
る
。
ん
ハ
広
間
く
、
共
を
取
引
山
下
一
。
七
に
同
く

E

釘
伎
を
詩
ぜ
や
ノ
。
八

ι行
く
ち
俗
字
俗
一
試
問
乞
泣
け
し
ヂ
O
L

と一一一一日ひ，又、

第
八
項
俗
字
俗
訟
を
挫
け
や
ノ
の
下
で
も
っ
今
批
泌
氏
進
化

ω眼
光
を
以
て
之
を
観
れ
ば
，

m別
ち
白
一
一
一
山
文
撃
が
中
韻
文
部
?
の
疋
ん
一
一
小
錦
り
，
叉
将

来
文
娯
必
別
の
利
山
慌
た
る
も
断
言
す
べ
き
は
り
J
と
も
向
"
話
丈
島
一
を
川
↑
凶
文
嵐
?
の
一
忠
一
川
左
り
と
新
一
一
一
目
し
て
ゐ
る
。

際
紛
苑
は
も
っ
ぺ
い
丸
皐

vmxw
一単

ω
ん
人
艇
を
一
品
川
択
し
も
以
て
最
初
に
義
棋
を
挙
げ
た
る
念
先
鋒
訪
過
の
護
援
を
お
し
も
旗
、
上
わ
が
革
命
事
の
三

大
主
義
を
火
事
特
蓄
す
。
日
く
，
時
琢
の
開
設
の
賞
版
文
島
一
を
推
倒
し
，
千
日
勿
の
行
的

ω問
問
民
文
山
内
子
を
建
設
す
。
日
く
、
際
協
な
錦
張
な
古

典
文
撃
を
挽
倒
し
、
新
貯
な
一
斗
誠
は
…
品
質
文
学
を
け
池
山
該
了
。
尽
く
‘
迂
出
な
恕
護
な
山
林
文
墜
を
捻
倒
し
も
明
瞭
な
通
俗
的
な
枇
ム
吋
同
文
療
を

建
設
す
。
し
と
主
張
し
，
「
‘
人
マ
ば
わ
が
凶
の
文
率
悉
く
前

Kω
紋
を
え
く
。
所
認
籾
抜
以
』
な
る
者
は
，
八
み
と
八
段
と

ω
混
合
憾
な
り
。

所
抑
制
「
新
総
又
ご
ぷ
る
者
は
、
忠
一
相
川
止
と
随
出
と
り
山
間
六
な
り
y

。
所
諒
一
一
、
正
凶
段
一
な
る
者
は
、
山
谷

ω偶
像
な
り
O
L

と
‘
首
時
の
文
詩
型

の
牙
城
を
攻
撃
し
た
。

初
論
、
訪
越
は
常
時
米
凶
に
在
っ
て
奈
川
併
を
修
め
、
哲
島
一
e

乞
研
究
し
つ
つ
あ
っ
た
一
青
牛
事
徒
で
あ
り
，
隊
議
売
も
わ
が
磁
に
於
て
速
局

的
数
寄
を
一
党
け
た
者
で
あ
っ
た
か
ら
，
深
さ
文
接
的
一
一
一
手
誌
を
有
し
て
居
た
と
辺
一
五
へ
な
か
っ
た
む
し
た
が
っ
て
、
と
れ
等
の
論
も
か
の
梁
啓



怒

ω
そ
れ
の
い
刈
く
事
文
化
批
判
者
の
立
場
か
ら
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
，
蛍
然
幼
稚
に
し
て
諾
お
も
論
議
す
べ
き
多
く
の
も
の
を
召
し
て
宿

る
が
，
す
べ
て
革
命
事
業
な
る
も
の
は
ち
か
う
し
た
北
留
な
~
人
ま
か
な
話
人

ιよ
っ
て
草
創
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
事
が
、
多
く
の
場
合
の

相即… 62--ザ岬

あ
ら
う
。

通
例
で
あ
り
，
そ
の
論

ω
首
一
小
川
品
を
問
題
に
す
る
よ
与
は
，
新
し
き
も
の
を
創
造
せ
ん
と
意
欲
す
る
も
そ
の
青
年
的
熱
意
を
亙
説
す
べ
き
で

同
じ
く
六
年
‘
線
総
殉
は
北
京
小
人
組
十
校
長
察
元
一
埼

ι務
せ
ら
れ
て
文
仲
間
学
長
と
銭
り
，
初
治
又
米
国
よ
り
向
抑
制
叫
し
‘
同
じ
く
北
京
ん
人
墜
に

謙
一
踏
を
持
つ
に
去
っ
て
，
向
ル
入
率
向

ω教
授
遥
，
銭
一
主
同
，
沈
芦
叡
，
都
後
、
み
ナ
斗
人
針
，
潟
作
人
.

4
…
同
込
等
彼
等
と
互
に
相
呼
躍
し
、
互
に

相
一
討
潟
し
，
接
'
立
博
新
作
等
ま
た
と
れ
に
和
し
，
次
第
に
そ
の
、
五
校
も
鮮
明
の
度
を
加
へ
、
担
論
も
進
歩
し
た
。
銭
玄
問
の
つ
山
県
際
、
お
秀
菩
L

、

劉
宇
佐
り
「
，
我
乙
又
接
改
良
川
似
」
容
は
や
L

進
歩
せ
る
お
で
あ
っ
た
。
併
し
，
七
年
四
月
白
版
り
「
新
奇
与
し
ん
が
間
各
誌
凶
一
刻
所
裁
の
、
初

越
の
「
一
組
設
的
文
熔
十
，
革
命
論
」
を
以
て
も
と
の
二
年
間
の
総
結
論
と
い
凡
放
し
て
も
よ
い
で
あ
ら
う

Q

そ
の
中
で
を
絞
は
っ
私
の
新
文
皐
述
設

紛
の
前
一
の
ん
訳
出
日
は
八
十
似
の
小
人
牢
，
一
一
-
随
一
訪
山
立
来
的
宍
文
皐
の
国
一
祐
一
で
あ
る
。
死
文
'Y
は
，
決
し
て
前
文
相
学
を
一
段
出
才
一
る
一
惑
は
出
米
な

い
。
簡
単
に
.
五
へ
ば
‘
一
一
…
一
ー
は
第
よ
り
ん
つ
に
到
る
ま
で
、
中
踏
の
文
皐
に
し
て
，
凡
7

て
あ
る
依
他
そ
有
し
，
あ
る
生
命
を
有
す
る
も
の
は
、
す

べ
て
灼
誌
の
も
の
で
あ
れ
Y
B

或
は
什
郊
に
泣
い
も
り
で
あ
る
。
中
践
が
若
し
治
文
約
千
主
有
せ
ん
と
芯
ふ
な
ら
ば
，
必
ヂ
内
向
訴
を
川
ふ
べ
き
で

あ
り
，
必
や
ノ
凶
話
を
川
ふ
べ
き
で
あ
り
，
必
歩
踏
一
話
り
文
撃
を
作
る
べ
き
で
あ
る
ct一
と
迷
べ
て
ゐ
る
が
，
川
以
も
桜
一
本
的
な
，
趨
切
注
文
事
不

で
あ
り
事
多
く
の
論
者
り
玉
川
以
を
料
約
し
た
も
の
と
税

L
て

代

な

い

。

命
C') 以

上
、
白
話
詩

ω
生
記
乞
語
る
準
備
工
作
と
し
て
，

J
和

文

化

越

の

提

山

知

に

就

い

て

簡

単

に

そ

の

主

肢

を

紹

介

し
た
の
で
岳
る
が
、
次
江
い
よ
/
¥
日
比
一
昨
げ

ω生
誕
と
そ
の
乳
児
時
代
に
つ
い
℃
，
概
観
し
て
み
た
い
と
忍
ふ
。

一事胸崎蝿

抑
制
文
事
を
破
裂
し
、

ω
文
総
ご
を
建
設
せ
ん
と
し

の
容

で
あ
っ
た
。

.-吋
s 

む
を
そ
の
建
設
方
面
に
於
け
る
第
一
若
手
が
，
所
説
昨
日
刊
誌



と
と
で
一
以
ふ
向
指
詩
が
何
時
凶
明
か
ら
制
作
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
か
と
一
以
ふ

な
研
究
を
裂
す
る
が
，
拐
趨
が
試
み

K
自
問
一
泣
け
を
作

っ
て
み
た
と
い
ふ
五
年
頃
か
ら
だ
と
し
て
も
，

地
も
一
一
括
か

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

と
に
か
く
，
そ
れ
が
刊
物
上
に
現
れ
た

の
は
、
六
年
二
月
「
新
青
年
」
第
二
容
第
六
初
の
、
訪
過
の
「
口
一
片
山

A
八

「
孔
丘
い
が
そ
れ
で
あ
る
。
だ
が
，
そ
れ
ら
は
尚
治
持
な
ど

で
あ
っ
た
。
「
朋
友
」

寸
断
州
北
小
終
段
」

「月一一…リ一白」

戸寸

z工

七
年
一
月
っ
新
青
年
レ
叶
計
四
谷
第
一
期

る
べ
き
代
物
で
は
な
か
っ
た
。

'
k
k
挑
載
さ
れ
た
前
趨
の
つ
偽
子
」

ー

j

F
」

、

，

引

什

，

と

b
p
Z
1ノ
、

た
若
」
山
会
パ
寸
法
N
V

一

eつ

沈
静
/
獄
の
「
m
倫
子
」

「
入
力
事
夫
」

「
入
力
本
夫
2

一

ぷ
相
関
一
唐
紙
い
」
「
題
女
児
小
沼
週
歳
臼
治
裁
い
等
を
、
山
花
誌
と
拐
す
べ
き
故
初
の
作
品
と
考
へ
て
よ
か
ら
う
。

今
.
胡
越
の
♂
情
不
J
L

と
沈
す
紋
り
つ
入
力
事
犬
L

を
例
示
し
て
‘
常
時
の
新
尽
か
如
何
な
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
よ
す
が

と
し
よ
う
。偶

子

;甥
j撞

…
濃
淡
天
商
事
好
一
片
晩
秋
天
気
!

有
一
撃
錦
子
、
在
然
中
遊
戯
'0

着
地
約
三
三
前
一
階
，

趨
環
茶
話
予

目-63--何一

夷
猪
如
意
事

忽
地
裏
書
識
身
枚
目
も
内
務
観
奇
ι人
‘

十
分
鮮
麗
!

入
力
車
夫

詩
光
淡
談
、
拘
禁
悠
怒
漬

沈
少
数
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関
内
攻
掠
誌
、
汚
水
不
流
。

出
門
去
‘
雇
入
力
事
。
街
上
行
人
，
往
来
線
多
;
草
間
約
紛
紛
亨
不
知
幹
比
一
一
喜
一
露
。

入
力
事
上
入
、
倒
例
穿
総
広
事
館
側
袖
手
坐
、
還
問
究
開
削
吹
来
事
身
上
冷
不
透
。

一
忠
夫
率
衣
己
破
，
他
都
汗
致
究
穎
間
利
下
盤
。

と
れ
等
の
詩
は
，
就
に
胡
諮
も
一
広
っ
た
却
く
，
〈
談
新
弘
前
)
初
一
過
の
作
品
K
は
(
詑
一
調
書
一
だ
多
く
ヘ
沈
叶
ノ
訟
の
一
一
貯
は
っ
古
楽
府
よ
り
化
成

し
た
も
の
で
あ
り
，
と
の
町
人
力
車
夫
」
の
詩
も
「
拡
充
行
』
一
一
郊
の
古
楽
街
に
力
を
待
た
も
の
で
あ
る
L

と
と
は
明
白
で
あ
る
。

話
時
「
新
青
年
レ
「
新
潮
」
等
に
新
詩
を
後
表
し
た
人
々
は
事
前
三
者
の
一
札
ぺ
皆
侯
(
魯
込
可
能
不
伯
、
政
衡
折
同
事
没
粂
士
ち
み
寸
大
針
、

周
作
入
、
楽
結
鈎
、
採
家
倫
，
停
新
年
，
康
向
院
予
顧
一
故
者
等
々
で
あ
っ
た
c

彼
等
は
奮
詩
詞
の
教
養
を
比
較
的
援
富
民
有
し
て
居
た
か
ら

4
一
は
っ
き
り
と
方
向
を
見
定
め
て
J

解
放
」
に
向
っ
て
逃
ま
ん
と
以
め
の
し
も
ん

「
中
日
中
的
風
序
」
)
し
た
が
っ
て
も

け
れ
ど
も
、
都
詩
詞
の
鋳
銃
物
鋲
を
打
破
す
る
と
と
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
」
〈
初
議
事

の
の
ベ
太
郎
分
は
久
島
一
る
も
の
は
古
楽
府
式
の
白
話
誌
で
あ
り
，

-b
る
も
の
は

mm誌山

戸
バ
一
州
日
付
で
あ
り
も

i
i
iす
べ
て
民
正
の
新
詩
で
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
と
い
も
の
で
お
っ
た

J
(
向
上
)
迩
渡
期
的
作
品
と
し
て
、
詩
史
的
興

て
容
認
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
絞
等
の
多
く
が
、

新
誌
と
は
一
五
ふ
も

の
出
町
一
一
立
川
で
あ
り
、
あ
る
も
の
は
詞
式
と
出
式
の

妹
は
・
あ
る
け
れ
ど
も
、

多
く
は
非
詩
で
あ
れ
ツ
、

駄
持
で
あ
っ
た
。

詩
人
的
議
質
を
有
し
中
な
か
っ
た
事
も
そ
の

志
か
っ
た
潔
出
向
の
一
つ
で
あ
る
。

紋
伸
一
寸
の
作
品
を
も
詩
的
経
験
と
…
仰
向
才
と
の
所
前
者
で
る
つ

い
だ
所
訟
「
新
一
政
い
の
菅

及

年
詩
人
越
の

に
な
っ
た
京
能
詩
と
北
絞
す
れ
ば
、

の
多
く
い
か

で
あ
っ
た
む

後
年
紋
等
白
話
汗

と
の
頃
攻

砲
火
を
静
び
せ

で
あ
る
。

む
も
も
詑
然
と
…
五
へ

へ
話
一
一
以
与
す

前
越
は
後
に
(

る
の
紫
笈

し
た
が
も

一A
V



も

故

初

の

新

刊

集

せ

牧

む

〉

と

し

て

の

み

怠

校

を

持

つ

の

で

あ

り

，

何

等

務
j

L
な
き
作
品
の
地

秘
仏
…
過
ぎ
な
い
。
結
い
川
被
は
新
来
山
学
必
川
制
山
V
3
1
グ
i
と
し
て
、
新
川
山
総
り
許
試
一
本
と
し
て
ち
向

J

訪
日
の
い
ち
与
さ
在
日
同
者
と
し
て
考
へ

を
有
せ
4
r
B

る
べ
き
で
あ
ら
う
。

さ
を
に
私
は
‘

訴
時
の
新
刊

ω
作
者
を
川
ぽ
試
者
の
群
と
鉛
し
、

-
申
¥
ノ
ぃ

1
4

F
L
V司

1

々

7

て

ω
誌
は
多
く
駄
誌
で
あ
り
も

非
誌
で
あ
る
と
…
去
っ
た
。

併
し

創
出
の
新
作
い
川
A

V
刊
新
村
代
の
新
以
前
を
ぼ
っ
た
佳
品
を
い
技
返
し
も
後
ぃ
然
の

に
多
大
の
桜
山
牲
を
及
ぼ
し
た
二
日
人
が
い
山
た
。

j

i

h

-

A

L

 

品
川
け
入
と
出

自
怖
と
が
そ

ω
例
外
的
わ
け
在
で
あ
る
。

川
川
作
人
が
っ
新
古
一
千
」
第
六
塔
ぷ
二
泌
氏
揚
げ
た
ブ
小
川
」
の
け
に
誌
は
事
常
時
以
も
伴

γ

制
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
，
山
何
人
化
に
が
、
て
も
名
作
と

し
て
推
川
柳
を
一
父
け
て
必
る
も
り
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
前
週
は
「
新
斤
山
中
第
一
の
傑
作
」
(
談
新
技
)
と
倣
約
し
も
郷
伝
鋭
、
ま
た
、
っ
そ
の
援
美

貌
在
一
札
到
つ
で
も
ま
た
能
く
い
退
比
す
る
人
が
な
い
様
だ
O

L

(

出
能
川
以
)
と
討
織
を
い
ヱ
し
て
居
る
が
如
き
‘
そ
の
一
例
で
あ
る
。

，Jι
、vr
t

一
候
小
川
，
総
浴
的
向
前
流
動
。

経
過
的
地
方
，
約
一
向
司
会
是
烏
義
的
土
、

生
潟

f
い
礼
的
花
、
架
線
的
菜
、
交
的
川
氏
賞
。

一
備
投
夫
背
γ
j
鋤
一
糸
も
を
小
川
中
部
築
起
一
道
堰
口
下
流
乾

γ
‘
上
流
的
水
被
堀
誠
一
安
、
下
…
栄
一
小
川
代
、
不
待
前
進
、
又
不
能
込
凶
、

尚一Elo山内

水
只
在
壊
前
乱
持
。

水
一
安
保
他
的
生
命
も
線
須
流
動
‘
使
久
在
堰
前
乱
持
。

堰
下
的
土
，
逐
漸
淘
去
も
成
了
深
透
。

水
也
不
性
遺
壊
、

i
i使
口
ハ
是
懇
流
動
も
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想
問
従
前
一
般
、
殺
稔
的
向
前
流
動
c

一
司
法
夫
叉
来
、
土
壌
外
築
起
一
議
石
塚
。

土
壌
別
ア
、
水
街
者
路
間
倒
的
石
塔
‘
透
口
八
日
疋
鉱
持
。

壊
外
的
~
義
的
柏
、
滋
若
水
務
，
数
局
設
道

!
i

「
我
札
一
疋
一
株
約
、
是
一
株
可
憐
的
小
草
‘

じ
む
一
二
i
k
rと
'
丸
々
同
吋
明
凡
仏
ド

hvy

4づ
豆
一
ト
者
ガ
ベ
ラ
汗

7
4づ

却
伯
他
ホ
我
身
上
流
遇
。

h
J
可
内
'klJと
伐
山
げ
ウ
ナ
倒
的
文
珍

/
4
t
，rド
『
ノ
1
4
J
E
1
4
J仁
'
'
山

HUP--炉
ノ
レ

他
脅
紘
一
ね
絞
的
流
泌
我
間
前
，

主
計
づ
山
凶
作
川
ハ
丘
、
自
主
5
h
Z
投台、。

ゴ
づ
想
以
イ
'AJ山

一

r

h

J

p

j

j

す
〆
ド
ゴ
づ
れ

νんタ

い

ν~丙
H

吋山山
-v
い
じ
才
少
か

t
i
i
P
4
i
£
r
L

ゴ
5
イ
ム
リ
句
古
川
μ
一J
A訂，

λ
J
h

、751M弓
4
-
3
J
べ
L
之

1
B

れ

vhグ
パ
机
仏
か
仇

ωHぱ山山
J
J
t

h

リ
い

ν~川
j
切
内
か
史
、
，

に
ド
斗
づ

μ
引
"
の
ヤ
パ
J
/

山
間
山
折
折
的
依
八
A
J同
前
流
若
，

経
過
的
端
部
地
方
事
都
後
成
一
片
錦
織
。

他
本
是
我
的
好
川
問
中
A
，

只
灼
他
如
今
不
認
識
我
了
、

地
窓
生
兵
裂
咋
吟
‘

f

;

i

j

;

j

i

 

い
主
ユ
へ
伶
は
た
山
ル
イ
ハ

uu
，
n
V
7
'
K
H
汗
リ
ん
は

f!li

泌
総
斗
ゴ
舵
内
々
〆
h
h
v制
約

小

広

λ
ノ
も

MAGs中
l
1
4



川
以
内
小
保
我
朋
友
千
日
的
強
一
昔
、

い
え
《
人
・
3
i
w
込
ん
を
よ
い
に
亡
、
/
作
戸
、
七
二
上
、

主
事

uhp寺
司

iJM品
野
外
出
仇

た
奈
川
町
字
ぷ
J
o

e-山
i
J
i
，ぬ

H
d
h
f斗
j

我
リ
ハ
仙
川
他
冠
制
出
来
的
時
供
、

一、
Mω
小
火
ょ
と
ん
は
片
叶

J
H二
rp
，

》ハ，
v子
山
川
町
円
以

ff4付
命
H
W
Oブ
U

一j
l
i
-
-，

便
小
化
決
身
上
大
柄
沙
過
去
。

い

ν~仔川
!
j
、
:
:
k
i
f
-一パローらご吐い。

雪
月
十
ん

H
プ
I

、戸
i
二
十
以
仇

11守
ペ

wv丈
叶

J
H
W
¥
M
M
，

刊ド
J
V
J

白
書
1
4
h
u

寸
J
d
i
p
-
叫

j

べ司
p
t
¥
Y〕
、

せ
新
一
見
リ
サ
M
i
l
t

つ
h
九
士
a
J
J
f
d

，
uじ
b
v
r
-
j
u
H
0
・、げリ、

，
初
予

4
4
N
W
J
i
h

ム
ロ
皇
子
J

労
パ
メ

他
η
一
止
我
的
好
関
京
、

h
-
1
T

い
弘

H
J
K
A
μ

え
1山
内
、

必川
μ
り
い
火
ぷ
H

U

T
ん
+
不
可
づ
一
日
門

使
我
能
生
肥
総
的
薬
事
紫
紅
的
一
菜
惑
。

山
出
足
山
山
也
行
設
内
製
立
、

，zq
i
ノr
4
5

一-Lhi
‘
w
j
t
u
v
'
i
，r↑ト
d
t
b
L
M
ノ
ペ
f
t

現
在
愛
了
青
謀
、

品目吋 Gマー-

又
是
終
年
採
れ
‘
仏
以
上
添
出
許
多
怒
…
察
的
絞
紋
。

他
口
ハ
向
下
鏡
、
平
淡
有
工
夫
封
了
我
的
結
顕
微
笑
。

堰
下
的
潔
、
深
過
了
我
的
根
了
。

我
生
在
小
河
芳
議
、

…
立
天
一
機
不
私
我
的
校
係
、



んル
J

天
凍
不
壌
我
的
板
。

如
今
只
伯
我
的
好
朋
友
，

会
リ
じ
込
書

3JAlly
壊
と
益

広
川
町
ゴ

J

汎
市
川
手
F

J

イ
}
ず
議
此
山
，
J

仙
什
若
他
捲
来
的
水
平
。

じ
る
汀
J

誉
主
勺
J
1
J

月
定

B

4づ
l
h
V
V
4
7日
'
引
夕
刊
刀
↓

d

侶
寅
在
也
銘
我
自
己
一
番
念
。
」

茸
長
内
定
日
支
莞
ち
患
了
時
司
勺

J

ヰ
1
3

I
i
一H4
4
・t仁

re12不
点
以
「
ゅ
う
羽
凶
H

F

E

g

点
u
'
R
b
r
F山

也
都
歎
気
、
各
有
他
的
己
的
心
事
。

戸、、
3
、ロ〕円
:ι
け
リ

f
t
u
h
u

官、

.刀
i
/
話

相

作

4
w
m
向車

民
間
約
一
七
様
、
遠
山
ム
ル
一
宅
一
不
招
致
。

じ
こ

f
Z
1
1

、、P

品、ーはけ
H.，
げ
川

H
1
2
L

、h
F
O

釘
持
品
r
N
M
λ
γ

イ
針
主
苅
耳
一
込

7

私
は
と
の
汗
を
加
に
傑
作
だ
と
は
考
へ
な
い
。
被

J

同
九
月
も
っ
過
去
的
生
命
し
の
序
で
、
っ
と
れ
ら
の
コ
己
の
す
〈
付
は
も
す
べ
て
散
文
的
な

も
の
で
あ
り
〆

B

内
山
ヤ
の
立
広
も
亦
法
だ
千
凡
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
兵
正
の
誌
と
し
て
者
れ
ば
常
然
非
常
広
ん
〈
ω記
す
る
で
あ
ら
う
J
と一ぶ

っ
て
収
る
が
，
平
に
文
句
が
散
文
的
で

b
る
だ
け
で
な
く
‘
そ
と
に
一
江
何
等
詩
的
の
品
協
も
感
ぜ
ら
れ
な
い
。
勿
論
詩
人
の
作
で
は
な
く
、

文
接
に
川
出
品
川
派
き
者
の
mm
作
に
過
ぎ
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
っ
訟
は
能
く
常
時
の
的
立
を
表
現
し
待
て
居
る
と
信
や
ノ
る
。
」
と
紋
も
去
っ
て
が
る

如
く
，
自
我
氏
口
先
め
た
る
常
時
の
知
識
階
級

ω青
年
速
が
ち
本
出
と
し
て
い
抜
く
能
は
ざ
る
針
述
思
想
を
前
広
し
て
、
体
統
の
山
ア
に
州
以
内
M
先

に
生
活
を
脅
み
つ
つ

b
る
凶
人
民
機
関
の
怖
を
寄
せ
、
患
売
を
切
認
し
事
一
江
、
均
自
ら
の
行
乎
を
跳
め
や
る
，
そ
の
感
概
が
‘
毅
徴
的
に
…
給
与

れ
て
お
る
と
思
ふ
。
ぬ
円
彼
は
治
同
一
の
日
本
文
総
十
特
民
自
律
沃
の

(/_) 

人
近
主
誌
の
文
泉
川
り
提
出
者
で
あ
り
、
常
然
彼
の



持
に
は
人
話
、
忠
誌
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。
わ
が
内
棒
抵
の
同
人
民
し
で
も
人
知
愛
の
詩
人
だ
な
ど
と
初
揚
さ
れ
た
も
か
の
千
家
元
防
の
作

品
を
認
し
た
事
も
あ
り
、
一
冗
腔
の
影
響
な
ど
も
あ
っ
た
と
去
っ
て
よ
い
。

「
決
し
て
社
間
の
一
政
封
一
法
…
件
、
主
我
で
は
な
く
も
乃
ち
一
一
加
の
例
人
主
説
的
人
山
本
位
主
義
で
わ

る
。
し
(
人
的
文
凶
作
む
と
去
っ
て
尽
る
が
1
i
i
は
資

ι常
時
の
つ
時
代
の
誌
で
あ
り
，
人
づ
花
王
つ
で
も
新
詩
の
特
色
の
一
で
あ
る

o
h
米
自
治
、

大
系
詩
然
等
一
一
一
向
)
統
K
扱
げ
た
沈
叶
ノ
獄
の
つ
入
山
本
夫
」
広
よ
っ
て
も
分
る
如
く
事
初
一
浩
等
の
汗
に
も
と
の
必
却
が
多
分
に
現
れ
て
ゐ
る
。

五
四
事
件
以
筏
絞
出
し
た
所
関
っ
サ
〈
按
研
究
合
」
の
詩
人
は
，
す
べ
て
川
作
人
の
児
流
で
あ
る
と
去
っ
て
も
た
文
へ
な
い
。
後
年
紋
は
，

本
命
文
療
器
か
な
る
版
、
人
近
主
義
の
続
出
を
出
で
古
る
も
の
と
し
て
ョ
反
革
命
者
と
し
て
‘
兆
一
し
く
は
資
原
料
川
絞
の
校
教
者
と
し
て
、
非

難
さ
れ
攻
験
さ
れ
た
け
れ
ど
も
，
彼
の
中
間
文
関
芥
芯
犯
芥
に
針
す
る
業
訟
は
英
大
で
あ
る
。
彼
を
忘
れ
て
は
宮
中
部
の
現
代
文
取
を
話
る

率
一
は
出
来
↓
ぷ
い
と
一
去
っ
て
も
，
決
し
て
過
一
一
一
一
向
で
は
な
い
。
平
氏
詩
界
へ
の
貢
献
花
つ
い
て
見
て
も
も
詩
歌
の
自
然
主
義
時
代
を
現
出
し
た
の

も
、
所
抑
制
「
小
詩
」
の
流
行
も
￥
す
べ
て
紋
に
源
を
致
し
た
も
の
で
あ
る
。
歌
謡
研
究
を
挺
侶
し
た
の
も
絞
で
あ
る
。
被
は
詩
人
で
は
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
ち
深
い
鑑
賞
と
嬰
皆
同
左
文
率
的
才
能
と
を
以
て
事
諸
外
閣
の
許
多
の
詩
歌
を
一
持
出
し
も
中
関
詩
型
花
新
然
試
を
注
入
し
た
十
字

は
‘
わ
が
上
田
敏
托
も
聡
へ
ら
れ
よ
う
。

然
も
、
と
の
人
謎
主
義

ilim作
人
は
、

康
市
情
は
主
と
し
て
プ
少
年
中
国
」

響
も
少
く
、
な
か
っ
た
。

「
新
潟
し
に
詩
作
を
掲
げ
も
常
時
最
も
院
一
侍
さ
れ
た
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
年
少
詩
人
に
及
ぼ
し
た
彩

』一一 B9-ー叫

治
客
業
浦
、

我
例
都
馨
絞

i
i風
吹
若
我
例
的
衣
装

!
i

対
在
波
法
務
的
結
棲
議
上
。

網
漁
沈
沈
的
夜
色

需品
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古
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由
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放
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葉
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仇
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仰
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Z
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J
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司
づ
点
H
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v
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ひ
，我

惣
サ
ト
凶
作
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向
ハ
山
竹
光
，

口
八
有
花
、

ー
¥
J
J
tペノ」
t

仁
/
ギ
，

5
1

L
f
u
w

は
J
T
J
t
t
:
l

明
和
H

知
州
市
毛
l
i
-
-

た
だ
け
リ
t
l
丈
4

日

4

司

1

4

ヘ
¥
1
1
b
4
uリ，

的
安
ド
ト
オ
二

7
4羽
九
百
農
産

也
談
到
「
日
本
的
光
、
的
花
，
的
愛
い
一
的
幻
腕
子
。



な
ど
と
も
去
っ
て
ゐ
る
「
浴
客
演
浦
」
の
詩
は
、
梁
資
秋
が
「
絶
問
」
と
推
武
し
，
朱
自
法
が
「
康
白
情
氏
の
解
放
は
徹
底
せ
る
も
の
と
一
五

ふ
ぺ
く
、
彼
は
能
く
我
々
の
誇
一
一
一
一
日
の
好
い
一
首
都
を
等
ね
出
し
て
ゐ
る
。
刊
誌
客
寅
泌
レ
が
そ
れ
だ
。
」
と
云
ひ
‘
超
長
深
も
っ
現
在
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
も
の
」
と
し
て
縁
げ
て
ゐ
る
。

併
し
、
常
時
多
く
の
人
濯
が
論
じ
た
如
く
‘
被
の
詩
の
優
れ
た
も
の
は
所
制
約
♂
友
会
げ
L

K
多
い
。
初
治
が
一
ー
一
J

江
市
」
の
長
底
は
顔
色
の

表
現
に
在
り
、
自
由
に
外
凶
作
の
景
色
を
笈
お
す
る
在
る
。
」
(
許
新
詩
集
)
と
詳
し
、
「
と
の
お
の
詩
は
近
来
流
行
と
な
っ
た
。
」
と
も
去
っ
て
活

h
y
，
諜
伯
和
が
「
後
来
専
ら
お
生
の
山
内
山
本
と
自
然
の
官
邸
と
を
設
ん
じ
も
寸
し
江
市
L

、
町
従
連
山
間
開
到
郁
(
一
本
袋
n

同
等
の
汗
が
第
二
加
に
数
へ
ら
れ

ょ
う
。
と
の
期
間
の
詩
は
多
く
排
偶
の
何
を
加
ひ
も

以
て
人
を
し
て
殺
持
の
突
を
感
ぜ
し
む
る
に
足
る
。
」
(
本
児
小
笠
間
集
序
)
と
許
し
て
ゐ

る
所
の
つ

i

江
市
」
の
一
誌
は
中
で
も
化
以
内
問
で
あ
ら
う
。
知
的
資
秋
が
皮
肉
情
を
が
っ
設
色
の
妙
子
'
」
と
制
約
し
た
〈
長
報
山
刊
)
所
以
も
亦
そ
と

に
あ
る
の
で
あ
る
。
紋
に
は
十
一
年
一
一
一
月
一
必
来
問
書
館
出
版
の
詩
集
っ
小
平
兇
し
(
後
J
4
兇
在
前
集
」
と
改
稿
す
)
が
あ
る
。

初
治
の
「
文
事
改
良
匁
議
」
、
陳
溺
秀
の
「
文
向
車
革
命
論

t

一
容
は
，
一
疋
ふ
ま
で
も
な
く
文
墜
一
般
の
改
平
笠
見
書
で
あ
り
も
決
然
と
は
詩
歌

に
到
す
る
見
界
を
も
知
り
得
る
が
ラ
丸
(
銭
的
民
詩
歌
に
到
す
る
廷
内
を
お
し
た
最
}
初
の
人
は
劉
牛
伎
で
あ
っ
た
。

劉
ヰ
伎
は
っ
我
之
文
純
一
十
改
良
一
線
」
〈
新
青
年
第
一
一
一
期
)
の
中
で
弓
日
間
交
の
常
に
改
良
す
べ
き
者
一
二
」
と
し
て
，

第
一
回
、
破
壊
蕊
誤
，
主
活
新
認
。

一-71…一

第
二
日
，
増
多
詩
鑓
。

第
三
日
，
提
高
戯
曲
封
於
文
墜
上
之
位
置
。

を
悲
げ
，
詳
細
民
論
じ
て
居
る
。
第
三
は
戯
出
に
路
ず
る
問
題
故
も
段
庭
花
は
論
及
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
、
第
一
第
二
に
関
す
る
論
接
乞

紹
介
す
る
と
、
先
づ
第
一
で
は
概
略
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。



部
ち
斗
梁
代
沈
約
の
諮
っ
た
内
務
諮
が
今
宮
ザ
迎
用
の
詩
誤
で
あ
る
が
も
そ
れ

ι
つ
い
て
は
嘗
て
額
炎
武
も
指
摘
し
た
如
く
，
援
に
苔
文
事

上
に
於
て
も
そ
の
存
夜
資
格
を
失
っ
て
ゐ
る
。
叉
読
の
本
義
は
札
円
で
あ
り
、
我
々
は
た
だ
そ
の
貯
と
不
叶
と
を
跨
ふ
の
み
で
も
警
諮
の
同
部

一一 72--

で
あ
る
か
存
か
、
相
郊
一
ム
グ
る
か
否
か
宇
問
問
題
に
は
し
な
い
。
丙
洋
の
作
詩
広
於
て
も
涜
南
が
あ
る
が
、
九
段
一
山
内
が
決
し
て
相
似
ざ
る
字
を
無
理

に
一
部
と
然
し
て
ゐ
る
事
も
、
希
殿
町
雑
話
の
古
一
山
内
を
用
ひ
て
今
認
を
押
し
て
居
る
事
も
向
か
な
い
o
t
併
し
事
校
h

煎
が
既
に
援
せ
ら
れ
た
と
し

て
そ
と
に
は
一
つ
の
間
難
な
問
題
か
発
生
す
る
。
部
ち
も
持
一
日
げ
を
紋
一
す
る
哀
が
出
来
な
い
が
そ
れ
で
あ
る
。
私
は
と
の
問
題
比
約
し
て
、

一
一
一
つ
の
解
決
法
な
有
し
て
斜
る
。
(
ご
作
者
は
各
士
一
江
田
に
つ
い
て
押
韻
し
、
作
物
の
下

K
仰
い
氾
胞
の
士
一
工
け
な
る
か
を
一
任
し
て
明
か
に
す
る
。
と

れ
ば
最
も
安
常
で
な
い
方
法
だ
が
‘
そ
れ
に
し
て
も

B

今
の
士
山
口
花
は
向
一
つ
の
孫
若
く
践
が
あ
り
も
と
れ
を
古
一
背
の
ふ
く
把
招
ず
る
い
反
が

無
い
の
は
絞
べ
る
と
事
何
よ
り
巳
K
俊
っ
て
ゐ
る
。
〈
一
一
)
京
一
戸
内
を
以
て
摂
準
と
お
し
、
北
京
語
に
長
や
る
者
が
一
知
設
牛
ゲ
一
治
成
し
も
京
一
訟
を

併
せ
ざ
る
宥
を
し
て
選
伏
す
る
所
あ
ら
し
め
る
。
と
れ
ば
前
法
に
較
べ
て
や
や
安
訟
で
あ
る
が
，
そ
れ
で
も
ま
だ
持
を
設
し
て
ゐ
る
と
は
云

へ
な
い
。
〈
一
一
一
)
内
問
一
昨
研
究
令
い
の
諸
君
が
，
調
十
九
ー
し
て
得
た
所
を
以
て
一
定
諮
を
摂
し
、
之
宇
品
川
に
行
は
ん
一
帯
手
合
摂
す
る
。
そ
れ
で
初
め

て
替
を
殺
し
交
を
設
す
の
で
あ
る
。
し
と
論
じ

E

詳
絡
を
妨
げ
多
す
べ
き
所
以
》
設
い
て
は
、
J
斤
私
は
か
う
考
へ
た
。
汗
殺
が
院
に
な
れ
ば
た
る

程
、
計
殺
は
愈
々
少
く
な
り
も
し
た
が
っ
て
討
の
精
一
仰
が
長
け
ろ
所
の
来
線
は
月
役
立
世
一
し
く
ち
汗
取
は
決
し
て
溌
持
一
一
す
る
ω川
み
が
丘
い
?
と
。
レ

と
公
ひ
、
引
公
的
二
凶
の

nkつ
い
て
北
絞
論
争
一
試
み
ベ
初
計
門
誌
訪
中
の
.
m
叫
ん
え
い
い
初
山
p

の
二
首
子
、
私
は
新
文
柏
市
の
m
M
文
や
往
一
れ
す
る
動

機
で
あ
る
I
f
e

認
め
る
。
灼
将
来
克
に
能
く
何
ら
治
り
，
或
は
仙
川
初
刊
の
討
鰐
そ
絵
入
し
も
並
K
，
有
関
誌
の
外
別
に
知
一
訟
の
汗
を
仙
川
せ
ば
、
形

式
方
向
に
点
つ
て
は

B

俊
民
俗
…
数
の
門
符
4K
添
へ
る
一
や
が
出
来
，
以
前
の
如
く
不
打
出
で
な
く
‘
そ
の
純
一
料
方
向
の
進
歩
も
プ
円
ら
一
日
干

の
山
人
法
涼
が
有
る
で
あ
ら
う
。
か
の
法
人
は
岐
に
什
ら
一
九
E

r

r

-

，笹山活
b
し
本
山
洲
町
三
付
し
、
成
人
伎
に
れ
ら
七
一
一
一
二
川
を
治
り
し
木
川
加
を
訂
し

る
山
本
総
が
い
川
…
い
わ
け
が
あ
ら
う
。
し
と
述
べ
て
ゐ
る
。

た
。
税
々
に
ど
う
し
て
冗

の
外
，
一
見
比
他
的
ト
の

大
般
に
が
、
て
彼
の
給
は
一
止
し
い
。
紋
の
と
れ
ち
の

4皮
び〉

の
如
く
で
あ
っ
た
。

年
て
色
野
ト

us--，ド

バ寸
j
i
l
l
t
z
t
a
F
n
y
z
1
1

(/) 

に
於
て
は
何
作
γ
汽
現
さ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
終
沫
の
応
扮
は
み
一
く

し
て
の
牝
世
を
行
す
る
も

仁
幻
し
て
は
、
紋
は



の
で
あ
る
。

彼
氏
は
持
集
「
州
問
機
集
し
〈
十
白
五
年
十
月
川
版
)
が
滑
る
が

E

汗
作
そ
の
も
の
は
取
る
陀
足
ら
ぬ
瓦
礁
の
品
で
あ
る
。

併
し

話
般
的
混
場
よ
り
仇
さ
れ
た
り
の
彼
の
持
論
に
は
何
紙
に
倒
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

叫

Y
乙
〔
町
内
州
1
h
γ
m
Fに
み
よ

一
ド
ふ
れ
ド
比
五
/
↑

μ川
仏
レ
い

「
Be
酬

v
t
t
一P
仙

骨

白

鴎

9
1
3
F
'
 

M

斗
中
町
山
町
ト
ド
/
J

し

汗
の
結
…
糾
は
「
民
」
を
以
て

「
訪

m一
小
説
料
…
糾
ト
、
之
市
新
L

と
題
す
る
一
文
を
料
殺
し
，

5
5
1
A
T」

老
々
外
コ
ー
ナ
ノ

i

、
主
と
伐
す
べ
き
所
間
以
前
し
も
引
符
の
最
大
紋
結
"
は
不
出
品
民
点
り
も

ぷ
お
亡
保
り
も

を

F'a
，s
q
t
'
s
s
e
y
a
i

そ
の
大
尽
を
治
療
す
る
唯
一
の
方
法
は
っ
呉
」
は
柁
る
と

論
じ
、
「
時
代
民
古
今
行
り
も

物
究
民
新
…
小
川
有
れ
ど
も
，

の
み
は
唯
一
無
二
、

時
代
民
総
っ
て
礎
化
し
な
い
も
の
で
あ
る

J

と
の
.
一
j
u
以
C
J

の

エ
」
述
べ
た
。
品
川
然
な
給
で
は
あ
る
が

B

大
ぎ
つ
ぼ
な
感
想
に
滋
賀
」
な
い
。
っ
汗
歌
の
精
…
仰
の
改
治
医
針
す
る
一
正
路
な
十
張
」
(
円
山
一
小
川
)
と
孫
侠
工

は
穴
殺
し
て
ゐ
る
が
，
常
時
に
於
て
は
さ
う
一
五
へ
な
い
い
山
ず
も
な
か
ら
う
。

劉
伴
伎
に
つ
い
で
‘
終
文
同
ま
た
「
色
川
被
集
序
」
を
不
し
、
(
七
年
一
月
作
、
「
.
新
青
年
し
六
泊
料
五
問
所
紋
)
「
現
十
代
内
誌
を
川
ひ
て

mz子
T
一作

忍
に
は
こ
つ
の
縁
故
が
あ
る
。
(
ご
今
一
訟
を
山
ひ
ナ
今
人
の
精
尽
を
注
す
る
の
が
、
最
も

J

同
然
で
あ
り
、
か
の
十
け
諸
子
川
ひ
る
も
の
が
、
如
何

お
好
く
作
ら
れ
て
尽
ょ
う
と
も
、
結
局
彬
琢
破
ね
の
快
陥
あ
る
を
売
れ
な
い
の
と
は
較
べ
ら
れ
な
い
。
(
二
)
終
い
も
の
子
取
除
い
て
新
し
い

も
の
や
隊
列
せ
ん
と
計
る
潟
に
は
，
吋
が
い
文
民
チ
の
院
紘
一
、
在
任
部
削
除
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
駄
円
で
あ
る
。
し
と
い
ひ
、
「
現
ホ
内
誌
の
部
文
争
作

る
に
は
、
必
や
常
に
公
'
く
現
在
の
作
詞
を
出
ひ
、
現
夜
の
自
誌
を
川
ふ
べ
き
で
あ
る
。
し
と
云
ひ
、
「
文
京
一
次
!
二

i

柄
坊
沃
し
を
ば
‘
っ
内
話
文
章

を
界
壊
す
る
こ
杭
の
文
妖
で
あ
る
O
L

と
邦
準
し
て
居
る
。
前
代
の
史
的
細
部
記
無
知
円
、
h
u
b
B

交
的
事
の
木
質
を
緋
へ
ぬ
果
論
で
は
あ
る
が
‘
そ
れ

対
け
陀
よ
く
新
し
き
文
間
半
、
新
時
代
の
詩
歌
を
作
山
山
託
す
る
熱
芯
の
程
が
宥
取
さ
れ
る
と
も
一
五
へ
ょ
う
。

，
次
氏
協
議
の
「
談
新
詩
L

に
つ
い
て
語
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一-73…ー

放
は
「
中
間
間
近
年
の
新
詩
運
動
は
一
訟
の
「
詩
惑
の
大
解
放
」
で
あ
る
と
一
五
へ
ょ
う
。
し
と
一
五
ひ
)
詩
鐙
の
解
放
を
主
張
す
る
所
以
を
設
切

し
て
、
っ
と
の
持
鰐
の
解
放
あ
っ
て
と
そ
)
用
品
常
な
材
料
、
精
密
な
観
察
，
高
速
な
理
想
、
複
雑
な
感
情
抗
始
め
て
能
く
詩
恥

ι表
現
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
五
七
一
一
一
一
向
八
何
め
稜
詩
は
、
決
し
て
嬰
震
な
材
料
を
容
れ
る
事
が
出
来
ぬ
し
、
一
一
十
八
字
の
結
何
は
決
し
て
精
彩
な
殺
祭
を
認
す
と
"

と
は
出
来
十
、
長
短
一
定
の
七
一
一
一
一
間
五
一
一
一
一
向
は
決
し
て
高
深
な
理
想
と
綾
雑
在
感
精
を
億
遼
ず
る
事
は
出
来
、
な
い
。
L

と
一
五
ひ
、
更
正
寸
た
だ
氏
五
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内
七
一
一
誌
の
詩
鐙
を
打
破
す
る
の
み
な
ら
包
ヂ
ー
並
び
に
認
調
出
諮
の
種
々
の
京
総
仰
を
捻
識
し
き
格
律
K
拘
ら
や

'
J

千
灰
に
拘
ら
ム
y
，
長
短
に
約

ら
や
ノ
。
」
と
主
張
し
た
。
叉
、
詩
の
意
街
は
全
く
っ
語
気
の
岳
黙
の
節
奏
」
と
っ
毎
何
の
内
部
K
沼
ひ
.
る
所
の
字
の
常
然
和
議
」
と
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
「
初
来
の
談
脚
レ
「
匂
中
の
平
氏
」
な
ど
は
重
要
な
も
の
で
は
な
い
と
設
き
、
用
誤
花
開
し
で
「
新
詩
広
一
二
精
一
の
自
由
が
あ
る
。
」

と
云
ひ
、
っ
第
二
現
代
の
訟
を
用
ひ
，
吉
設
に
約
泥
せ
や
ノ
，
更
に
一
や
灰
誤

ι拘
泥
せ
や
ノ

C

第
二
=
平
氏
招
抑
鎖
す
べ
き
は
詞
由
連
用
の
例
で

あ
サ
，
壊
に
新
詩
が
此
の
如
く
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
第
三
、
韻
が
有
る
の
は
も
と
よ
り
結
構
だ
が
、
訟
が
無
い
の
も
妨
げ
な
い
。
新
詩

の
控
訴
は
銃

ιサ
の
中

i
1自
然
の
紘
一
一
信
一
高
下
、
語
気
の
自
然
一
恵
分

!
i
k
在
る
が
故
に
韻
脚
の
有
無
は
す
べ
て
問
題

ιは
成
ら
な
い
c
i
一と

去
っ
て
ゐ
る
J

命
彼
は
「
詩
は
兵
鰭
的
中
げ
凶
作
訟
を
用
ふ
べ
き
で
、
拙
毅
的
な
一
石
ひ
方
を
舟
ひ
て
は
い
け
な
い
O
L
と
も
最
安
の
詩
法
は
丸
(
鰐
的

拾
お
訟
で
る
る
と
の
窓
見
を
述
べ
た
。
叉
絞
は
寸
折
口
訟
の
詩
」
を
も
捻
信
し
た
。

と
の
初
趨
の
主
張
は
常
時
に
於
け
る
新
詩
の
作
者
建
の
共
同
の
信
伎
で
あ
っ
た
と
考
へ
て
よ
く
、
「
新
潟
」
っ
少
年
中
関
」
「
忠
一
期
一
計
論
」

の
詩
人
法
も
、
「
文
'
縮
小
・
研
究
合
」
の
作
家
法
も
，
大
鰐
か
う
し
た
信
念
で
作
詩
し
た
の
で
る
っ
て
、
と
の
「
談
新
詩
」
は
殆
ん
ど
詩
の
創
作
と

批
評
と
の
金
科
事
一
件
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

× 

× 

× 

× 

× 

民
問
問
年
「
新
青
年
」
が
創
刊
さ
れ
て
よ
り
弓
新
文
化
連
動
」
「
文
事
革
命
運
動
」
が
挺
侭
さ
れ
、
っ
毎
週
詳
論
し
寸
前
新
潟
し
等
の
雑
誌
世
に

出
で
、
そ
れ
ら
の
刊
物
上
K
白
話
符
が
抗
戦
さ
れ
始
め
た
事
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
も
得
統
的
一
駐
舎
の
一
角
に
現
れ
る
べ
く
し
て
現
れ
た

と
の
新
興
の
漣
務
を
し
て
，
会
問
機
的
な
狂
潟
怒
誌
と
後
援
せ
し
め
た
も
の
は
か
の
所
諮
コ
立
間
運
動
L

で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ
て
は
、

約
訟
を
掲
げ
、
創
作
を
後
表
し
た
者
は
‘
殆
ん
ど
北
京
大
事
の
教
師
事
生
に
誤
ら
れ
て
足
り
事
と
れ
ら
の
諮
雑
誌
も
北
京
に
於
て
す
ら
一
小

部
分
の
療
生
の
同
情
を
持
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
多
る
。


	062
	063
	064
	065
	066
	067
	068
	069
	070
	071
	072
	073
	074
	075
	076
	077

